
山口労災病院
独立行政法人 労働者健康安全機構

二次医療圏の中核をなす急性期型総合病院であり、地域医療支
援病院として多くの登録医との間で紹介・逆紹介を行なっていま
す。勤労者の健康福祉に関する政策医療は病院のもう1つの柱
で、勤労者の心筋梗塞、脳梗塞、外傷などの急性期医療からリハ
ビリテーション、予防医療まで幅広く取り組んでいます。

308床
（令和9年度 採用予定人数）

所在　 〒756-0095　山口県山陽小野田市大字小野田1315-4

［救急科部長］

河村 宜克 医師
研修医2年目〔山口大学出身〕

山田 由佳 医師

25診療科を有しており、初期研修に必要かつ十分な症例を経験
できます。各診療科や病院スタッフ間の関係が良好です。また山口
県内で初めて卒後臨床研修評価機構（JCEP)の認証を受けた病
院です。

ローテーションは希望をもとに柔軟に編成できます。また経験豊
富な指導医のもと丁寧なマンツーマン指導を受けながら、主体
性を持って実践的に診療を進めることができます。

手技ができるようになるのも大切ですが、それだけでなく問題解
決に必要な「考える力」を養うよう意識して指導しています。

医師になろうと医学部に入学し勉学に励んでこられたと思いま
す。医師になるのはもう目の前です。しかしそれはスタート地点に
立ったに過ぎません。皆さんの描く理想の医師像を現実にするた
めに、共に歩んでいきましょう。

お問い合わせ先 ｜ 担当部署：総務課 ｜ 担当者 :  浜崎・阿座上 ｜ 電話：0836-83-2881
｜ Eメール：yamaguchirosai@yamaguchih.johas.go.jp

病院内でどのスタッフからも挨拶される暖かい雰囲気に惹かれ、各
症例のフィードバックをもらいながらじっくり診れること、やりたい
ことをどんどん経験できる研修環境に魅力を感じたからです。

先生だけでなく、看護師さん、技師さんが優しく、教えていただくこ
とができること、多くのCommonな病気に対する診療経験が積
め、様々な手技を実際に自分がやる機会が多いことです。

患者さんからの問診で、情報をどのように解像度を高くするか、多
くの症例を経験することで実践できるようになってきました。また、
手技だけでなく考え方の面で、原因についてなど指導医からの
フィードバックで少しずつ考えられるようになってきました。

指導医だけでなくその診療科の先生全員が様々な経験を積ませてく
れます。当院は見学だけでなく、多くの診療科で臨床実習（クリクラ）
も受け入れています。自分に合う合わないの雰囲気は研修先を選ぶ
際、大事だと思うので、是非当院の雰囲気を感じに来てください。

研修プログラムの特徴

研修スケジュール例

関連病院 等

主な勉強会
各診療科カンファレンス：
各診療科〈週1回〉、
研修医カンファレンス〈月2回〉

・ 山口大学医学部附属病院
・ 小郡まきはら病院
・ 横浜労災病院
・ 瀬戸整形外科クリニック
・ 森田病院
・ 吉中内科医院
・ 山陽小野田市民病院
・ 小野田赤十字病院　ほか

1年目の内科研修は、循環器内科、糖尿病・血液内科、消化器内科を合わせて24週ローテート
し、救急患者の診療も併せて行います。2年目の地域医療は、市内の開業医から希望する医療機
関を自身で選択。協力病院として登録する山口大学医学部附属病院や、小郡まきはら病院等で
も研修することができます。

当院の自慢は？

研修内容のセールスポイントは？

どんな指導を心掛けていますか?

医学生へのメッセージ

研修先として選んだ理由

この病院を選んでよかったこと

研修で最も身についたこと

医学生へのメッセージ

給与1年目：約500,000円/月

給与2年目：約600,000円/月
(日当直手当等込)

(日当直手当等込)
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年
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年
目

（循環）8週
内

（血液）8週
内

（消化器）8週
内

8週
救

4週
麻

4週
総

4週
産
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小

4週
精

44週
選

4週
地

4週
外

地…地域医療、 外…外科、 選…選択科

内…内科、 救…救急、 麻…麻酔科、 総…総合内科、 産…産婦人科、 小…小児科、 精…精神科
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